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医師の時間外労働規制

当院では猶予期間を経ず
A水準を目指すこととした
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当院の基本方針

A水準を目指す

・「働き方改革」の方向性は正しい

・ 猶予期間はあるが、いずれはA水準に
・「選ばれる病院」の基準になる可能性

・ 立地条件等、医師の確保環境は恵まれている
（ただし、診療科によって、規模・体制が大きく異なる）

・ 地域医療支援病院として、外勤による地域医療支援の継続が
絶対必要
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Ａ水準実現のために 「働き方改革」対策
＃１ 改革のための組織作り

担当院長補佐雇用、「働き方改革」検討委員会

＃２ 「働き方改革」の周知
説明会、講演会、ヒアリング

＃３ 医師勤務時間管理体制の整備
◆勤務実態の把握
◆医師就業規則の整備
◆医師給与規則の変更

＃４ タスクシフト/タスクシェアの促進
医師事務作業補助者・スペシャルナースの養成
ＩＣＴ・ＤＸ整備

＃５ 支援体制の構築
健康支援センター
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◆勤務時間管理
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・ 2007年の開院当初より、勤怠管理システム導入の構想はあっ
たが、まったく着手できていなかった

・ すべての職員が月次の出勤簿提出で時間外申請を行っていた

・ 医師は、月に一度の勤務実績提出時に時間外をまとめて記載
する運用が当然となっており、タイムリーな提出も行えていない状
況であった

以前の勤怠管理の状況

給与上の手当計算の根拠として使用するのみで、
勤怠管理とは言い難い状況だった
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以前の勤怠管理の状況

出勤簿も時間外も含めた一枚の
申請用紙の運用だった

タイムレコーダーは低機能のもの
が一応設置されているのみで
ほとんど使われていなかった
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以前の勤怠管理の状況
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システムの基本機能 新タイムレコーダーの設置
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職員用出入口

出勤専用×２

退勤専用×１

新しいレコーダーを全職員が必ず通過する場所に設置した

2018年～出勤・退勤時刻の把握
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労働時間に関わる意識向上の取り組み

手術室前

68% 67%

92% 89% 92% 95%

0%

50%

100%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

タイムレコーダーの打刻率の推移
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・使用率の開示
・残業計算の必須条件に
・勤怠管理の重要性を説明

更衣室前
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申請のしやすい勤怠管理システムへの変更 COMPANY
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基本勤務時間 院内滞在時間

タイムレコーダーと連動した勤怠管理システム
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週40時間の勤務時間を効率良くするために

●シフト勤務の徹底

●フレックスタイム制の導入

医師の勤務制度について
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医師の勤務制度について

●シフト勤務の徹底

～週間予定表の作成

対象：救急科、集中治療科、NICU
当直のある診療科等

週40時間の勤務時間を効率良くするために
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主な勤務パターン

月 火 水 木 金 土 日

日勤 日勤 宿直 明け 日勤 日直 公休

8:30

12:30

7:00

翌7:00

日
勤

日
勤

変
則
勤
務

日
勤

17:30

時
間
外

時
間
外

3:30
時
間
外

時
間
外

時
間
外

平日勤務、当直あり
対象：当直のある診療科

所定労働時間をシフト
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医師の勤務制度について

●フレックスタイム制の導入

～病院の就業時間帯にこだわらない勤務

対象：すべての診療科医師

週４０時間の勤務時間を効率良くするために
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＃２ フレックスタイム制
• フレキシブルタイム（労働者の裁量で決められる勤務時間帯）
は平日の7:30～20:00とする。

• コアタイム（必ず勤務しなければいけない時間帯）は、日当直
表に定める勤務時間とする。また、週4日以上の勤務を基本と
する。

• 医師は週ごとの基本勤務時間を週間勤務予定表により提出す
る。週間勤務予定は必ずしも週40時間で届け出る必要はない
が、日当直および医師の裁量で働く労働時間の合計が、所定
労働時間である週40時間を満たす必要がある。

• 基本勤務時間内であっても業務のない場合は勤務の必要はな
く、その月の所定労働時間を満たせばよい。したがって、代休の
考え方はなく、休日は勤務計画に合わせて随時取得する。

医師の勤務制度について
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＃１ 医師の所定労働時間は週４０時間とする
• 基本は１週４０時間、１日の標準労働時間は8時間として
計算する１か月単位のフレックスタイム制とし、各人が業務計
画に合わせてフレキシブルタイム内での始業および終業の時間
を選択する。

• 実労働時間が所定労働時間を超えた時間には超過勤務手
当を支給する。一方不足した時間は賃金控除を行う。

医師の勤務制度について

所定労働時間（2022年度の場合）
4月 160時間 10月 160時間
5月 144時間 11月 160時間
6月 176時間 12月 160時間
7月 160時間 1月 152時間
8月 176時間 2月 152時間
9月 160時間 3月 176時間
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フレックスタイム制の補足
（週間勤務予定表の作成における補足事項）

勤務間インターバル9時間確保
連続勤務は28時間まで
週1回以上ないしは4回/4週以上の完全休養日の設定
可能な限り、当直は1回/週・日直は1回/月以内とする

医師の勤務制度について
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フレックスタイム制の導入

月 火 水 木 金

8:30

17:30

7:30

18:30

月 火 水 木 金
8:30

17:30

月 火 水 木 金
8:30

17:30
18:30

①医師ごとに異なる週間勤務パターン（週間予定表）を作成し、
日当直と合わせて週40時間以上勤務

〇科A医師 □科B医師
△科C医師

19:30

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等

外
勤
等

②かつ、予定外の業務があれば従事、個人の裁量で業務のない時は帰宅

19:30
18:30

19



2022 済生会横浜市東部病院

時間外労働と研鑽のルールの見直し
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分類のルールを整理した
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労働と自己研鑽を区分し上司に申請

申請のしやすい勤怠管理システム COMPANY
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基本勤務時間 院内滞在時間
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医師の月別平均超過勤務時間の推移
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月間超過勤務が80時間超の医師数
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◆兼業・副業の管理
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外勤先での労働時間は、移動に要する時間や休憩時間を除き、
実際に労働に従事した時間を申告する。
＜例＞
1コマ（半日外勤）で外勤先での労働時間が2時間の場合
➡１月あたりの労働時間：２時間×4週＝8時間

外勤の労働時間の把握



2022 済生会横浜市東部病院 26

外勤の労働時間の管理方法

自己申告に基づき外勤での実働時間を把握する
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外勤の労働時間の管理方法
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外勤申告書によって提出された
外勤情報を勤怠管理システムに登録

院内の残業時間に通算して
労働時間を把握する
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◆長時間労働者の健康支援
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一定時間以上の時間外労働が見込まれる職員を抽出
し、時間外労働が基準となる時間になる前に睡眠及び
疲労の状況確認を行う必要がある。

長時間労働者の健康支援の考え方

基準日：毎月21日

①医師
累積在院時間 ー 累積所定労働時間 ＞ 80時間

②医師以外：
累積超過勤務申請時間 ＞ 40時間
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長時間労働者の健康支援のしくみ

30日1日

時間

21日時点

100時間

80時間

所定を超えた在院時間 健康支援センター
が対象者に連絡
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長時間労働者の健康支援のしくみ

疲労の蓄積度

勤務状況

睡眠の状況

勤怠管理システム上でチェックリストに回答

一定の基準以上 ➡ 産業医が面接指導
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